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史
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仁
井
田
陸
博
士
の
不
朽
の
業
績
で
あ
る
『
唐
令
拾
遺
』
を
出
発
点
と
し
て
、
仁
井
田
博
士
の
唐
令
復
原
の
方
法
と
原
則
と
の
再
検
討
を

通
じ
て
、
博
士
が
敢
え
て
唐
令
と
断
定
す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
た
如
き
材
料
の
中
か
ら
も
令
文
復
原
の
手
掛
り
を
つ
か
み
得
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
臆
説
を
立
て
る
に
至
っ
た
o

そ
の
一
つ
と
し
て
私
が
重
視
す
る
材
料
は
、
諸
書
に
引
か
れ
た
唐
の
詔
勅
文
の
中
に
、
正
に
日

本
養
老
令
の
条
文
に
一
致
す
る
も
の
が
数
多
く
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仁
井
田
博
士
は
時
と
し
て
こ
れ
を
参
考
資
料
に
掲
げ
ら
れ
た
場
合

も
あ
る
が
、
令
文
復
原
に
直
接
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
明
ら
か
に
日
本
令
が
独
自
に
規

定
を
創
造
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
懐
令
当
該
詔
勅
の
発
布
年
代
が
律
令
格
式
棚
定
の
年
次
と
祖
師
し
、
又
「
令
」
文
で
あ
る
こ
と
が
全

く
何
処
に
も
明
言
せ
ら
れ
ず
と
も
、
そ
の
ま
ま
採
っ
て
令
文
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す

北
大
文
学
部
紀
要



お
け
る
令
交
と
詔
勅
交
と
の
関
係
に
つ
い
て

る
た
め
に
は
、

に
お
け
る
詔
勅
文
と
鱗
定
法
典
と
し
て
の

の
関
係
を
、

応
系
統
的
に
整
理
し
て
明
ら
か
に
し
て

が
あ
る
。
本
J

鞠
の

と
こ
ろ
は
こ
れ

る。

勅

の
関
係
に
つ
い
て
の
従
来
の
一
併
設

仁
井
富
博
士
は
部
勅
文
と
法
典
と
し
て
の
絡
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
担
く
述
べ

一
!
唐
代
に
於
け
る
立
法
的
語
源
は
、

、w，f
d
 

く
と
も
形
式
上
は

律
令
格
式
及
び
護
其
の
他
の
抑
制
定
法
は
こ

い
て
は
そ
の

持
一
で
あ
り
、

と
へ
根
本
語
と
学
者
の

は
後
に
制
定
す
る
法
律
即
ち
格
勅
叉
技

の
律
令
に
よ
っ
て

会話

へ
る
こ
と
は
自
由
で
あ
っ

不
可
動
の

まこ
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」
と
も
あ
れ
ば
、
軟
に
よ
っ
て

一
叉
勅
ト
名
ツ
グ
ル

ス
ノレ

所
ノ

法
典
ヲ

名
1ツ
グすこ
〉の

よ

つ

の
機
能
に
つ
い
て

ら
く
後
述
の
各
種
錨
議
集
、

に
一
般
諒
一
一
縮
勅
い

た
も
の
と
解
せ

「
中
毒
強
行
ス
ル
所
ノ

と
は
恐

の
制
定
な
い

の

謂
係
、

の
問
問
鋲
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
今
少
し
明
確
な
ら
し
め
て
お
く
必
要
が
生
ず
る
。

先
掲
計
引
用
文

仁
井
沼
博
士
は
、

に
対
す
る
に
格
勅
の

通
常
令
の

て
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
の
は

で

る
仁
井

の

一
括
し
て
お
く
と
ぺ
格
は
、

の

〈
先
述
鑓
持
令
文

る
機
能
を
も
っ
た
と
こ
ろ
)

の
一
勅
の
、
う
ち
で
、

自
今
な
お
行
局
せ
ら
る
べ
き

の
勅
を
類
蒸
し
た
も
の
でし
あて
る言。、j

あ

(
5
V
 

る
。
」
従
っ
て
格
の

に
は
し
ば
し
ば

格
は
律
令
様
式
及
び
前
格
を
改
織
す

字
を
冠
す
る
も
の

ら
れ

到
の
表
現
で
は

の
は
、

格
の

の
捺
き
性
格

浅
井
虎
夫
民
が



「
格
ハ

ノ

セ
ル
慣
行
法
問
ノ

メ
タ
ル
法
成
〈
」
と

れ
る
の
は
、
む
し
ろ
「
当
該
宮
可
が
そ
の

お
い
て
執
行
仕
る

現
行
法
規
を
集
め
た

と
云
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
商
し

に
よ
れ
ば

の
鵬
定
に
は

よ
っ
て
令
を
改

加
へ
ず
し
て

今
一
絡
に
編
入
し
て
い
る
。

の
問
題
で
あ
っ
た

一
十
五
年
候
寧
令
に
よ
っ
て
知

め
る
か
、
蓋
接
令
文
を
制
定
す
る
か
は
、

り
得
る
知
く
、
滋
時
よ
り

に
は
、
ム
市
に

る
よ
り
、
格
勅
に
よ
る
変
更
の
鰯
合
が
多
く
、
護
令

び〉

る
も
の
は
、
格
勅
の
増
大
に
つ
れ
て
増
加
し
た

セ」

は
唐
令
寵
定
の

燃
で
あ
っ

空
虚
と
蟻
も
こ
の
威
容
な
保
存
す
る
こ
と
、
一
般
諜
『
令
文
義
務
、
難
寝
亦
書
』

て、

び
存
し
た
一

い
へ
る
で
あ

と
さ
れ
た
。

の

拭
「
法
典

-l! 

ノレ

モ
ノ
ハ
必
シ
モ

ナ
ル
ニ
プ
ラ
ス

と
は

栓
る
と
こ
ろ
で
お
っ
た
。

A
W
文
そ
の
も
の
f

る
場
合
と
格
勅

-37-

に
よ
る
改
正
と
が
、

体
知
何
な
る

に
よ
っ
て
そ
う
な
っ
た
の
か
は
位
協
か
に
断
じ
難
く
、
今
は
詰
く
。

と

に
対
し
て

る
法
律
で
あ
る
L

と
い
わ
れ
、る
と

る
の
で

あ
る
が
、

の

は
令
文

役
ら
れ
て
い
な
い

の

範
的
盟
定
量
不
変
性
に
対
し
て
現
実
に
則
応
し
た
修
正
・

「
檎
充
的
意
義
」
な
の
で
あ
っ
百
円
律
令
に
対
し
て
下
位
の
捉
農
民
な
位
置
に
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ぃ
、
行
政
の
実
際
的
弾
力
性
を
賦
与
す
る
と
い
う

味
に
お
け
る

勅
と
式
お
よ
び
式
と
格
と
の

に
つ
い
て
の

の
所
説

「
律
令
に

の

る
法
律
で
あ
っ

て
い
わ
ば
従
議
出
関
係
に
あ
る
い
の
誌
勺
式
」
で

北
大
文
学
部
紀
嬰



お
け
る
令
文
と
認
勅
火
、
と
の
関
係
に
つ
い
て

其
所
常
守
之
法
也
い
と
あ
る
の

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や

に
「
令
者
、

格
者
、

浅
弁
虎
夫
氏
は
、
恐
ら
く
新
唐
書

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

ハ
宮
司
ノ
守
ル
ヘ
キ
式
法
ヲ
規
定
セ
ル

と
定
義
さ

に
過
ぎ
る
で

に
「
蓋
館
、
律
以
懇
灘
為
白
示
、
令
以
勤
競
為
本
、
格
則
量
侍
立
制
側
、

知
橋
間
関
拾
濃
い
と
あ
る
の
は
、
何
に
典
拠
な
も
つ
も
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
唐
代
の
律
令
格
式
の
関
係
に
好
く
妥
当

J
〈
蔀
格
が
後
の
格
勅
に
よ
っ
て
変
更
さ

結
論
的
に
公
っ
て
、
し
ば
し
、
ば
引
か
れ
る
日
本
の

る
説
努
と
一
五
い

る
。
関
し
て
量
持
立
綴
の
絡
は
、
律
令
と
並
ん
で
こ
れ
を
修
正
し
、

き
は
も
と
よ

り
で
あ
り
、
式
も
格
に
よ
っ
て

め
ら
れ
た
こ

っ
た
と
思
う
J

出
博
士
も
述
べ

ザ心的州/、、

現
行
法
典
と
し
て
は
最

て
い
た
の
で
あ
る
。
唐
雑
令
の

に
変
更
を
加
え

六
年
勅

の
揺
き
は
、

に
よ
る

の
修
一
訂
の

れ
る
の
で
あ
る
。

38 ~ 

議

-
式
・
令
と
の

と
こ
ろ
で
好
く
知
ら
れ
て
い
る
如
く
、
格
に
編
せ
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
時
点
ま
で
の

哲
司
行
用
」
者
〈
藩
勝
審
畳
一
務
法
志
、

4
1
2
A
格
令
、
時
崎
一
五
亀
一
一
一
一
首

い
し
は
、
「
永
震
法
則
、
以
環
故
事
」

の
で
あ
る
が
、
格

ハ
鵠
)
勅
の
や
コ
昭
子
持
者
」
お
よ
び

せ

新

唐

書

博

開

通

典

当

日

大

ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
詔
勅
も
お
論
多
数
存
し
、
携
え
ば
点
観
十

童
扶
先
年
…
…
一
月
慨
改
格
式
条
〉
な

浦
郡
部
条
〉
も
の
だ
け
が
収
録

に
編
せ
ら
れ
た
格
十
八

巻
は
、

の
務
格
〈
詔
勅
?
〉

一
千
余
件
を
醐
し
て
七

を
定
留
し

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
総
本
詮
奥
た
る
格
に

w主主

ら
れ
な
か
っ

そ
れ
で
決
し

に
失
効
し

の
マ
は
な
く
、
勅

れ
る
原
因
と
な
っ

の
解
決
が
得
ら



れ
る
か
、
な
い
し
は
後
勅
に
よ
っ
て
改
訂
宏
被
ら
ざ
る
限
り
、
現
行
法
規
と
し
て
の

っ
た
も
の

る
o

文
あ

tニ

お
け
る
絡
線
纂
以
後
も
次
々
と
殺
が
降
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
長
行
・

怒
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
d

樹
勅
は
次
期
の
格
を
編

察
す
る
迄
は

〈
制
)
勅
集
に
交
と
め
ら
れ
、
次
期
の

で
並
行
し
て

て、

れ
る
間
関
一
五
二
十 の
改
訂
に
当
っ
て
は
こ
れ
ら
の
勅
も
又
制
斡
の
資
料
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

刑
法
士
山
、
一
止
す
理
法
部
定
律

の
場
合
、

る
の
地
位
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
一
向
し

開
一
元
二

一
戸
部
尚
書
李
林
議
又
受
詔
改
修
格
令
、

-
等
共
加
棚
続
、
震
格
式
律
令
及
勅
、
総
七
千

十

千
三
百
ニ

於
事
非
要
、
並
耐
〈
徐
)
之
、
二
千

令
三
十
巻
、

夜
八
十
僚
、
随
文

コ
一
千
五
百
九
十
mm
篠
、
仇
判

欝
不
改
、

開
一
元
新
格
十
巻
、

j
a
-
-
二
十
五
年
九
月
ハ

日
)
奏
上
、
勅
尚

39 -

と
あ
っ
て

よ
び
勅
」
と
並
べ
て
い
る
の
は
右
の

編
入
さ
れ
な
か
っ
た
勅
又
は
制
勅
集
が
参
考
せ
ら
れ
た
こ

て
い
る
。
以
上
は
概
ね
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
令
文
と
勅
文
と
の

条
文
相
当
の
勅
文
の
意
味
を
境
ら
か

で
あ
る
。
し
か

々
が
唐
代
史
籍
に
見
出
す
日
本
令

る
た
め
に
は
、

(
制
制
〉

の
関
誌
を
詳
績
に

て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
唐
代
に
詔
鈷
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
に
は
、
正
確
に

一
一
中
妻
令
条
に
、

の
別
が
あ
り
、
そ
の
形
式
と
法
的
機
畿
は
そ
れ
ぞ
れ
限
窓
が

凡
王
一
一
言
之
制
夜
七
、

一
日
時
書
、

問
領
品
昔
、

-
援
大
官
爵
・

-
激
宥
降
露
、

一
一
一
日
慰
労
韻
盟
問
、



お
け
る
令
交
と
認
紛
交
と
の
開
関
係
に
つ
い
て

刺
殺
、
議
下
御
コ
叢
発
日
込
?
像
、
増
減
官
員
・

用
庫
物
五
百
設
・
畿
一
一
百
千
・
倉
糧
五
百
万
・
奴
鉾
一
一
十
人
-

rm震
程
式
、
挙
事
詩
施
行
者
、
六

皆
宣
著
中
護
、
…
間
施
行
一
お
。

-
除
免
官
爵
・

五庭
臼 す守子
勅、己
号、言、上
勿、探

室、語、 l

四

-
牛
五
十
頭
・

慰
議
公
鰐
・
誠
約
臣
下
、

用
い
ら
れ
た
。

而
露
程
式
、

tこ

…
主
題
李
承
宮
、
不

と
あ
る
お
く
、

島
出
血
〈
」
の
場
合
に

こ
主
制

と
は
即
ち
人
川
市
文
の
改
訂
を
合
ん

勺
あ
り
、

之二

は
、
例
え
ば
補
充
規
定
・
施
行
細
部
川
と

L
て
の

の
制
定
を
含
む
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

vだ

一
自
可
承
旨
一
郎
議
総
式
、
奏
事
藷

施
行
者
い
と
い
う
の
が
「
量
γ

「
使
二
子
時
一

な
る
立
法
と
解
し
て

レ炉九、。

匂

C

3

U

か
く
し

し
て
、
令
文
そ
の
も
の
の
改
露
は
様

に
よ
り
、
令
文
に

つ
け
ず
、
な
い
し
は

部
改
正
に
止
め
て

に
実
情
熱
誌
の

40ー

て
る
場
合

に
よ
り
、
そ

の
(
或
は
発
日
勅
の

ら
も
〉

一
、
以
建
二
故
事

に
一
鵜
喰
ら

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

て
こ
の
古
川
、

の

は
都
何
な
っ
て
い
た

多
少
と
も
議
い
得
る
事
例
止
を

hl、
ヴ戸

て
お
き
た
い
。

古
替
謹
降
、

F

}

、
t
 

唐
大
詔
令
築

比
聞
、

髪
王
女
者
落
葉
、
偽
改
令
文
。

と
あ
っ
て
、
を
さ
に
整
苧
悶
制
の
た
め
認
書
を
以
て
し
、

…z出
降
、

亦
云
尚
、
王
、

其
鯨
主
出
録
、
宜

に
勺
改
令
文
」

し
て
命
令
し
て
い

方
、
令
文
の

篠
の

し
て
い
る
制
と
し
て
次
の

」
と
が
で

設
程
畑
十
掛
叶
(
奮
唐
書



な
お
激
的
刊
は
交
宗
の
地
時
ム
官
遜
け
て
附
則
な
開
仰
に
作
る
等
、
注
意
を
商
討
す
e

〉
に
、

可
奏
、
同
文
革
薦
議
檎
叫
菜
、
嫡
継
母
改
援
身
亡
、
請
中
心
鋭
、
有
司
奏
一
樽

継
母
改

一
マ
一
日
出
蚕
之
子
、
閥
的
弊
生
己
則
皆
無
同
紙
、

唯

所12
主主之
ー舗
嫁
員日

母

遠
山、包

ムi養
L 嬬，、
既
、昆
行

総毒
薬
理
申
，[) 

告ij

主主
i斗
口

養
皆
非
所
生
、
出
之
輿
嫁

既
殊
毅
母
、
慈
檎
義
絶
、

亦
入
心
爽
之
例

41 -

逐
典
作
、

今
諸

文
心
喪
之
制
、

唯
施
態
牒

之
舛

文
依
灘、
庶設
子真言
鶏

令、其
後、母

翠程
一…
議
改

弓ミ

悉
作113
E星稜
蕊

解
'艮'

r 作通
1m 司典
メ合、 ~ー寸.，.寸r;

芸、未

事長
~~、

耕一
、同

継
母

父
卒
而
嫁
、
議
叉
後
者
無
服
、

既
是
一
所
生
無

服
、
准
鈎
亦
会
解
官
、
A
A

甘
文
繍
詰
不
一
言
、

終

母
非
所
生
、

依
司
需要

{乃:司
会すも

解
職

允
障
者
、

得
司
衛
正
期
一
房
仁
裕

山須
修

予狩

性
一
一
矯
母
等
嫁
同

十
六
人
議
、

不
同
司

其
中
制
、
此
並
令
文
疏
件
、

望
講

杖
期
解
'釘

線、
弟、
修、
如、

一
…
年
斉
軒
、
其、

受:R
律‘長
努iC、、
右、
語、
筒、
諒、
者、

調

最
之
不
朽
、

准
此
改
正
、

側
刊
誌
…
議
母
段
醗
、

不
合
解
官
、
諸
説
之
。

北
大
文
学
部
紀
嬰



唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

即
ち
有
司
の
奏
請
に
基
き
、

「
令
」
文
や
「
種
」
文
の
遺
漏
や
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
、

定
制
を
き
め
る
た
め
所
司
の
論
議
を
つ

く
し
、
所
轄
官
署
の
提
出
せ
る
原
案
に
対
す
る
賛
否
の
議
を
徴
し
た
上
で
、
令
文
の
改
正
を
請
う
者
が
多
数
を
占
め
れ
ば
修
聞
を
加
え
、

理
や
律
疏
な
ど
の
関
連
法
規
で
改
正
令
と
抵
触
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
令
に
準
じ
て
改
正
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
旨
が
詔
と
し
て
公
布
さ

れ
た
の
で
あ
る
o

メ

ヨ

ヲ

「
改
ニ
令
文

L
と
明
記
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
o

「
詔
し
て
之
に
従
う
」

と
云
う
表
現
の
具
体
的
内
容
を
考
え
て
見
る
な
ら
ば
、

恐
ら
く
詔
文
中
に
前
掲
の
例
の
如
く

同
じ
く
詔
に
よ
っ
て
公
布
す
る
に
し
て
も
、
令
文
自
体
に
変
更
あ
る
い
は
改
廃
を
加
え
る
の
で
は
な
く
し
て
、
令
の
本
文
に
お
い
て
未

定
の
点
を
細
か
く
詳
定
す
る
法
規
を
別
に
追
加
す
る
と
き
は
又
自
ず
と
異
る
。
唐
会
要
望
一
興
服
上
章
服
品
第
、
冊
府
元
亀
博
六
帝
王
部

立
制
度
、
唐
大
詔
令
集
一
一
政
事
官
制
上
「
定
三
品
至
九
日
間
服
色
詔
」
に
見
る
に
、

貞
観
四
年
八
月
十
四
日
間
吋
…
作
詔
日
間
一
一
時
一
鰍
十
其
鮎
要
冠
蒐
制
度
、
己
一
一
一
同
備
令
文
、
至
於
K
一
一
昨
…
要
尋
常
服
飾
、
未
震
差
等
則
前
会

今
己
詳
定
、
具
於
性
問
別
勅
怜
一
時
宜
即
頒
下
、
同
使
聞
知
。
云
々

と
あ
っ
て
、
詔
文
で
は
令
文
に
未
定
の
点
を
新
た
に
詳
定
せ
る
と
こ
ろ
は
別
勅
に
依
る
こ
と
を
命
ず
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
「
別

勅
」
を
、
会
要
は
「
式
」
に
作
っ
て
い
る
o

こ
の
場
合
「
勅
」
と
す
べ
き
か
「
式
」
と
す
べ
き
か
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
も
触
れ
る
如
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く
会
要
に
は
後
の
知
識
で
文
を
改
め
た
所
が
多
い
か
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
は
勅
と
し
て
発
布
せ
ら
れ
た
も
の
が
後
に
式
と
し
て
頒
下
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

令
の
本
文
に
詳
定
せ
ら
れ
て
い
な
い
細
目
を
補
足
す
る
規
定
と
し
て
は
、
勅
↓
式
の
外
に
勅
↓
格
に
よ
っ
た
場
合
も
あ
る
o

仁
井
田
博

士
が
挙
げ
ら
れ
た
例
で
「
唐
関
市
令
に
外
蕃
と
互
市
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
熟
莞
と
の
交
易
に
つ
い
て
は
令
に
規
定
が
な
か
っ
た
。
従
っ

て
一
度
勅
を
以
て
交
易
の
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
そ
の
勅
は
金
部
格
に
編
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
白
氏
六
帖
事
類
集
古
市



所

52 
の

で
あ
る
。

」
の
場
合
は
恐
ら
く
熟
語
と
の

に
つ
い
て

た
現
場
の
官
吏
か

譜誠一して

め
、
勅
回
以
も
し
く
は
勅
諜
と
し
て

し
て
以
て

べ
き
も
の
と
し

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
前
舗
の
繁
雑
ざ
を
整
理
し
改
訂
す
る
勅
が
下
さ
れ
、

が
軽
久
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
永
く
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

y

f

A

V

ラ
巴
庁一

凡
勝
蔵
出
品
約
皆
行
一
一
文
幌
」

に
寵
入
佼
ら
れ
た
例
が
あ
る
。
ん
公
共
同
金
部
郎
中
員
外
郎
条
に
、

ヲ

モ

シ

ス

レ

パ

チ

之
、
岩
滋
命
出
給
剤
於
中
審
議

ポ
一
一
蕊
配
行
之
、

首一部
d

握
藷
月
俸
、
別
符
峨
駄
創
的

法
典
と
し
て
は

一
鈴
鹿
、
皆
握
覆
一
間
行
之
。

蓄
額
、
京
官
有
訪
割
問
底
撲
俸
食
雑
用
等
、
関
元
二
十
年
勤
、
以
鶏
名
目
躍
多
、

既
麗
案
額
、

自
今
日
後
合
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2毒

都
以
月
俸
露
名
、

と
あ
る
。
仁
井
田
博
士
は
、
こ
の

に
関
す
る
規
定
の

て
す
べ
て

(
間
関
一
死
七
年
〉

に
掲

げ
ら
れ
、
「
唐
令
に
よ
っ
て
文
を
な
し
た
も
の

社〕

て
い
る
が
、
恐
ら
く
右
の
本
文
の
部
分
が
令
文
を
採
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

の

十
年
以
前
の

ハ
開
一
克
七
年
)
な
い
し
格
後
長
行
勅

世
一
す
を
含
ん
だ

と
共
に
、
恐
ら
く
そ
れ
が
施
行

て
の
具
体
的
縮
図
で
あ
る
式
(
健
一
冗
七
年
〉
を
も
指
し
て
い
た

る
o

敦
胎
臓
発
立
。
水
部
式

に
よ
っ
て
窃
か
な
担
く
、

の
具
体
的
穂
役
e

給
付
ゃ
、
そ
れ
に

る
案
摘
、

の
処
理
に
関
し
て
は
、
式
に

せ
ら
れ
て
い

る
。
さ

w

}

そ
こ
れ
を
改
定
し
、

の
名
称
に
統
合
・

た
開
元
二

ハ
内
容
的
に
一
京
つ

て
勅
旨
か

勅
出
聞
か
勅
牒
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
〉

'1/， 

に
一
編
入
さ

の
で
あ
ろ
う
。

の
患
を
省
く
た



唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

し
て
一
色
と
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
開
元
年
間
の
実
状
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
給
付
が
事
実
上
銭
額
化
し
て
財
政
の
貨
幣

化
が
進
展
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
直
接
に
は
帳
簿
上
の
操
作
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
点
が
ま
さ
に
式
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
性

質
の
事
で
あ
っ
た
o

以
上
は
既
に
制
定
さ
れ
た
前
令
文
を
改
定
・
補
充
す
る
手
続
き
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
全
く
新
た
な
令
文
を
制
定
・
起
創
す
る
の
は
如

何
な
る
手
続
き
に
よ
っ
た
か
も
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
唐
朝
成
立
直
後
の
武
徳
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
後
ち
に
令
に
編
入
せ
ら
れ

た
各
種
の
法
規
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
公
布
せ
ら
れ
て
い
る
o

唐
会
要
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
例
え
ば
賦
役
令
文
に
編
せ
ら
れ
た
租

庸
調
法
は
武
徳
二
年
二
月
十
四
日
制
、
田
令
・
禄
令
に
編
せ
ら
れ
た
官
禄
・
職
分
田
規
定
等
は
武
徳
元
年
十
二
月
制
と
し
て
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
場
合
制
と
あ
る
の
は
武
后
朝
以
前
は
詔
と
称
し
た
筈
で
、
会
要
編
者
が
後
世
の
用
語
に
従
っ
て
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち

も
と
は
詔
と
し
て
下
さ
れ
た
も
の
が
、
後
ち
に
恐
ら
く
「
著
子
令
し
と
申
命
せ
ら
れ
て
令
文
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
o

因
み
に
開
元
二

十
五
年
令
に
つ
い
て
も
、
通
典
等
が
令
文
と
し
て
引
く
も
の
が
、
冊
府
一
五
亀
に
お
い
て
は
全
ベ
て
「
開
元
二
十
五
年
制
」
と
し
て
引
か
れ

「
二
十
五
年
の
制
度
」
の
意
か
、
「
制
し
と
い
う
公
布
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て
い
る
o

こ
の
「
制
」
字
は
、
単
に
「
開
元
二
十
五
年
に
制
定
し
た
」
な
い
し
は

形
式
を
示
し
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
或
い
は
制
定
を
終
っ
て
奏
上
さ
れ
た
新
令
は
、
そ
の
全
体
を
制
(
詔
)
の
形
式
を
以
て
公
布
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
で
詔
(
制
〉
と
令
、
勅
と
格
・
式
、
詔
(
制
)
と
勅
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
残
る
所
は
勅
と
令
文
と
の
関
係
で
あ
る
o

唐
会
要
博
問
市
に
、

開
元
二
年
間
三
月
勅
、
諸
錦
綾
羅
穀
繍
織
成
紬
絹
綿
麓
(
鎗
〉
牛
尾
異
珠
金
鎖
、
並
不
得
輿
諸
蕃
互
市
、
及
将
入
蕃
、
金
銭
之
物
、
亦

不
得
将
度
西
北
諸
関
。



と

あ

る

が

、

向

じ

内

容

が

康

捧

疏

議

団

瀦

禁

物

私

設

関

係

議

議

に

、

ゐ

A

A

A

ム

ゐ

ム

ム

ム

A

A

依
関
市
今
、
錦
綾
同
級
穀
紬
鶏
縞
綿
布
議
牛
尾
具
珠
金
銀
銭
、
議
不
得
度
問
辺
北
辺
諸
関
、
及
一
会
縁
辺
諸
州
興
易
。

と
見
え
て
い
て
、
後
に

十

な
っ
て
い
る
o

抑
制
か
く

議
成
紬
絹
綿

布、

の
簡
略
化
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
必

の
品
目
、
が
付
加
さ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
会
婆
所
引
詰
勅
に
お
い
て
、
残
辺
北
混
合
酉
北
沼
と
云
え

ず
し
も
後
に
著
A
A
W

に
及
ん
で
付
加
さ

と
媛
、
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
銀
の

の
中
に

ら
れ
て
い
た

せ
ら
れ
る
。
又
令
文
で
関
・
北
辺
諸
隠
の
外
に
縁
辺
諸
州
に
至
っ
て
輿
日
勿
ず
る
こ
と

主
也
習

し
及
び
将
っ
て
蕃
に
入
る
こ
と
を
得
ず
と
し
て
い
る
の
と
倒
的
義
と
解
す
る
と
と
も
出
来
、
琉
議
所
引
令
文

て
は
簡
約
化
し
て
い
る
が
適
用
地
域
に
つ
い
て
は
よ
り
明
確
に
伝
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
う
る
。
但
し
あ
く
ま
で
も
山
引
用
せ
ら

れ
た
譲
り
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
勅
文
と
令
文
と
の
語
法
を
長
え
て
い
る
と
は
怒
ら
ず
、
こ
れ
の
み
で

て
い
る
が
、
こ
れ
も
前
勅
にの

に
つ
い

る

と
は

あ
る
ο

関
し
て

に
υ
A
怯

-
市
内
容
に
修
正
裕
釘
を
加
え
ら
れ
た
か

ジコ

あ
る
が
、
そ
の
間
に
関
元
前
格
〈
半
年
正
月
〉
、
後
格
〈
七
年

同
格
後
長
行
勅

弘知

て
お

り
、
或

の
勅
は

豆
格
に

せ
ら
れ
た
後
ち
、
開
元

?主

町〉

ザアて、、』

れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し

ぃ
。
従
っ
て
や
慨
に
格
と
い
う
形
式
が
介
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
勅
↓
令
の
一
適
例
と
し
て

そ
う
で
あ
る
。

説、

開
元
十
七
年
秋
八
丹
、
上
降
誕
之
日
、

額
以
八
立
五
日
第
千
秋
節
、
著
之
甲
令
、
布
於
天
下
、

島
常八

燕
百
僚
於
花
苓

-
お
丞
相
張

然
ら
ぼ
こ
の
よ
う
な
勅
を
令
文

は
却
府
内
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

上、

節
目

崎
清
フじ
議
二巻ハ

雪量
十ー

さ?百
織滋L 、
聖従、
之、。

と
あ
り
、
張
説
之
文
集

北
大
文
学
部
紀
婆



唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

日
震
千
秋
節
表
井
勅
旨
」
に
、

臣
不
勝
大
願
、
以
八
月
五
日
露
千
秋
節
、
著
之
甲
令
、
布
於
四
方
。

と
あ
り
、
冊
府
元
亀
一
A

帝
王
部
誕
聖
・
宝
暦
七
年
八
月
条
に
、

中
書
門
下
奏
、
:
・
:
・
玄
宗
降
聖
之
辰
、
震
千
秋
之
節
、
王
公
上
書
、
士
庶
交
歓
、
流
子
管
絃
、
室
田
之
甲
令
、
:
:
:
今
臣
等
不
勝
大
願
、

請
以
十
月
十
日
潟
慶
成
節
、
著
在
令
式
。

と
あ
り
、
唐
会
要
博
工
節
目
・
開
成
五
年
四
月
僚
に
、

中
書
門
下
奏
請
、
以
六
月
一
日
活
慶
陽
節
、
休
暇
三
日
、
著
子
令
式
。

同
じ
く
舎
昌
六
年
六
月
奏
に
、

中
書
書
門
下
奏
請
、
以
降
誕
日
詩
書
日
日
節
、
天
下
州
府
並
置
宴
一
日
、
以
震
慶
楽
、
前
後
休
俄
三
日
、
永
著
令
式
、
従
之
。

と
あ
る
o

右
の
場
合
は
最
初
か
ら
令
文
に
規
定
す
る
こ
と
を
請
う
奏
請
が
な
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
記
述
を
通
観
し
て
み
る
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と

そ
れ
は
は
っ
き
り
と
「
著
之
甲
令
」
「
著
在

「
従
レ
之
」
と
て
令
文
に
一
候
を
設
け
た
わ
け
で
あ
る
が
、
(
子
)
令
式
し
「
書
之
甲
令
」
「
永
著
令
式
」
等
の
文
言
を
具
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
「
勅
旨
」
を
降
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

而
し
て

そ
の
具
体
的
内

容
は
有
司
の
奏
請
を
反
復
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、
更
に
そ
の
文
末
に
「
著
震
令
」

「
著
子
令
式
し

と
い
う

句
が
明
記
さ
れ
て
い
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
勅
に
は
そ
の
ま
ま
令
文
と
は
な
ら
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
。
唐
会
要
博
一
凶
封
建
雑
録
下
に
、

ザ
〈

b
y
-
-
-

一

ノ

ハ

ノ

ハ

ト

ユ

ハ

フ

ヲ

ス

巳

テ

キ

一

一

開
元
八
年
五
月
十
八
日
勅
、
準
レ
令
、
王
妻
震
v
妃
、
文
武
官
及
国
公
妻
第
一
一
国
夫
人
」
母
加
一
一
太
字
」
飴
人
有
官
及
爵
者
、
聴
一
一
従
レ
高

品

V

Z

巳

テ

ユ

ケ

ラ

ル

ヲ

一

一

ハ

ユ

ケ

レ

パ

ネ

ラ

グ

ル

叙
一
但
王
者
名
器
殊
思
、
或
頒
異
姓
、
妻
合
ニ
従
ν
夫
援
一
レ
秩
、
甲
令
更
無
二
別
保
」
率
循
二
奮
章
」
須
レ
依
二
往
例
」

ベ
キ
ニ

自
今
日
後
、

郡
嗣



王

シ

テ

品

々

ト

室
準
レ
令
為
v
蛇。

文
武
官
、

の
部
か

る
が
、
つ
甲
令
覧
無
別
俊
、
率
循
沼
索
、

祭
欽
在
例
、
」

と
て
、

令
文

と
あ
る
釦
き
は
、
恐
ら
く

そ
の
も
の
の

語

と
あ
る
が
、

の
範
時

入
る
か勅ご
ら進
.止セ
0$/ 
A 一

開
制
旨
」
に
当
る

る。

臨
し

の
銭
外
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
の

に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
支
ざ

の
補
充
と
し
て
の
勅
で
あ
る
と
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い
っ
て
も
よ
い
。

れ
が
長
行
せ

る
べ
き
も
の
と
し
て

は
「
式
」
に
相
当
す
べ
き
性
格
の
も
の
と
訟
つ

貞
一
克
八
年
八
月
僚
に
次
の
如
く
あ
る
。

一
戸
部
奏
、

伏
請
、

テ

お

セ

シ

ム

於
一
一
本
貫
一
際
競
、
如
無
本
貫
、

一
周
年
丹
市
中
践
、
議
立
以
次
合
襲
人
、
ロ
陳
謀
、
請
附
簸モ
ヂ

人
充
保
、
勅
言

以
後
並
今
日
以
前
、

郎
於
食
封
人
本
援
本
使
市
中
操
、
知
合
壌
人
有
罪
夜
及
身
究
者
、

帳
、
本
震
勘
糞
宮
家
及
近
銭
、
部
費
是
嫡
長
部
即
興
策
保
、
准
式
詑
賞
、

宣
依
。

の
奏
を
受
け
て

て
室
す
。
依
れ
/
し
と
現
じ
た
も
の
で
〈
還
錦
、

で
「
詫
之
」

の
な
、
こ
の

場
合
は

の
形
を
残
し
た
も
の
、
と
解
せ
ら
れ

ぺ
勅
出
向
一
の
性
格
支
が
す
典
型
的
捌
別
で
あ
る

「
比
来
不
依
令
式
い
の

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

現
状
を
「
自
今
以
後
准
式
」
ぜ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
令
式
の
改
正
で
は
な
く
し
て
順
守
を
命
じ
た
も
の
に
過
、
ぎ
な
い
。
し
か

も
先
に
掲
げ
た
例
が
、
令
文
規
定
の
拡
張
解
釈
や
特
例
、
準
用
、
細
部
補
足
を
制
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は

後
半
に
お
い
て
具
体
的
襲
封
手
続
を
定
め
た
部
分
も
、
こ
の
時
初
め
て
詳
定
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
す
べ
て
は
「
式
に
準
じ
て
」
行
わ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
一
部
旧
式
を
手
直
し
し
た
部
分
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
従
来
の
式
を
再
確
認
せ
ん

と
す
る
奏
請
で
あ
り
、
こ
れ
を
宣
示
す
る
勅
旨
は
、
内
容
的
に
云
っ
て
前
式
の
申
命
で
あ
る
と
い
っ
て
も
好
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

そ
の
際
従
来
の
令
式
の
文
を
そ
の
ま
ま
(
勿
論
付
加
・
改
訂
部
分
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

加
え
℃
あ
る
が
)
再
録
申
明
す
る
形
を
と
る
も
の
が
少
か
ら
ず
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
と
し
て
、
特
に
令
文
に

関
し
て
そ
の
順
守
を
申
命
し
た
勅
文
の
場
合
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
o

唐
会
要
望
J
輿
服
上
章
服
品
第
に
、

其
武
官
欲
帯
者
亦
聴
之
、

に
、
勅
に
は
従
前
か
ら
の
令
式
の
励
行
を
申
命
し
、

上
一
元
一
元
年
八
月
二
十
一
日
勅
、

一
日
間
己
下
文
武
並
帯
手
巾
算
袋
刀
子
璃
石
、

文
武
三
品
己
上
、

服
紫
金
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玉
帯
十
三
錯
、
四
品
服
深
緋
金
帯
十
一
錯
、
五
日
間
服
浅
緋
金
帯
十
錯
、
(
榊
)
八
品
服
深
青
、
九
口
問
服
浅
青
、
並
鍛
石
帯
九
鋳
、
庶
人
服
黄
、

オ

モ

ヘ

ラ

グ

ス

l

銅
識
帯
七
鈴
、
前
令
、
九
品
己
上
朝
参
及
視
事
、
聴
服
黄
、
以
洛
陽
豚
尉
柳
延
服
黄
夜
行
、
震
部
人
所
殴
、
上
聞
之
、
以
章
服
素
乱
、

故
以
此
詔
申
明
之
、
朝
参
行
列
一
切
不
レ
得
ν
著
レ
黄
也
。

右
の
記
事
中
、
勅
文
そ
の
も
の
に
該
当
す
る
の
は
「
前
令
云
々
し
の
前
ま
で
で
、
そ
れ
以
下
は
「
故
以
此
詔
申
明
之

-7」
と
右
勅
の
発
せ

ら
れ
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
会
要
等
の
編
者
の
解
説
文
で
あ
ろ
う
o

或
は
最
後
の
「
朝
参
行
列
一
切
不
得
著
寅
」
は
勅
文
か
も
し
れ
ぬ

が
、
「
也
」

と
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
こ
れ
も
解
説
で
、

前
段
の
勅
文
に
制
度
を
申
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず
と
そ
う
な
る
と

い
う
こ
と
の
よ
う
に
受
取
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
勅
文
の
大
部
分
は
恐
ら
く
「
前
令
」
の
条
文
を
再
録
し
つ
つ
、

た
だ
「
九
品
己
上
朝
参
及

視
事
、
聴
服
黄
」
と
あ
り
し
を
「
朝
参
行
列
、

一
切
不
得
著
黄
」
に
改
め
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
o

然
ら
ば
こ
れ
を
改
制
と
云
わ
ず
「
申



明
」
と
称
す
る
所
以
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
冊
府
元
亀
唯
一
一
掌
暗
部
奏
議
門
(
通
典
博
中
~
躍
一
一
干
嘉
大
君
巨
服
章
制
度
、
奮
唐
書
品

輿
服
志
は
省
略
に
従
う
o
)

に、

孫
茂
道
渇
司
鵡
少
嘗
伯
、
龍
朔
二
年
九
月
奏
橋
、
依
醤
令
、
六
品
七
品
着
緑
、
八
口
問
九
品
着
育
、
深
青
乱
紫
、
非
卑
品
所
服
、
望
請

依
醤
六
品
七
品
着
緑
、
八
日
間
九
品
着
碧
、
朝
参
之
庭
並
依
此
制
、
非
朝
参
庭
聴
兼
服
賞
、
(
詔
)
従
之
。

と
あ
っ
て
、
嘗
て
「
旧
令
」
(
永
一
徽
令
)
で
八
・
九
品
官
着
青
(
八
口
問
、
保
育
、
九
品
浅
青
)
と
あ
っ
た
も
の
を
、
龍
朔
二
年
詔
で
着
碧
に

ゆ
る

改
め
、
且
つ
朝
参
以
外
兼
ね
て
黄
服
(
庶
人
の
服
)
を
着
け
る
を
聴
し
た
が
、
更
に
「
前
令
」
(
麟
徳
二
年
令
)
に
至
っ
て
修
正
を
加
え
、

ゆ
る

「
朝
参
及
視
事
」
に
も
黄
服
を
聴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
上
元
元
年
八
月
勅
は
本
来
の
「
旧
令
L

の
原
則
に
復
帰
し
、
八
・
九
品
着
碧
と
す

る
と
共
に
、
一
一
切
黄
服
を
着
す
る
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
o

上
元
元
年
勅
は
「
朝
参
行
列
一
切
不
得
著
黄
」
と
あ
る
か
ら
、
或
は
龍
朔
二
年

詔
の
「
非
朝
参
処
聴
兼
服
黄
」
を
認
め
て
い
る
如
く
に
も
思
わ
れ
る
が
、
事
が
洛
陽
県
尉
柳
延
が
黄
服
に
て
夜
行
L
、
事
故
に
遭
っ
た
の

に
因
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
「
旧
制
」
に
帰
っ
て
朝
参
行
列
を
始
め
と
し
て
「
一
切
不
得
」
に
重
点
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
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ぅ
。
そ
う
す
る
と
上
元
元
年
勅
が
申
請
し
て
い
る
の
は
「
旧
令
」
た
る
永
徽
令
の
原
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
勅
文
前
段
は
は
か

ら
ず
も
、
氷
徽
衣
服
令
の
侠
文
を
得
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

」
の
点
の
確
認
は
暫
く
措
き
、

当
面
注
意
し
た
い
の

は
、
以
上
の
考
察
か
ら
、

①
唐
代
の
勅
文
の
中
に
は
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
に
制
定
さ
れ
た
令
の
条
文
を
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
申
命
し
て
そ
の
順
守
を
強
調
し
た
も

の
の
あ
る
こ
と
。

②
従
っ
て
記
録
に
見
え
る
発
勅
の
日
付
を
以
て
、

必
ず
し
も
そ
の
内
容
を
な
す
制
度
が
最
初
に
制
定
さ
れ
た
日
付
と
見
る
必
要
は
な

く
、
従
前
か
ら
の
令
式
の
支
を
再
録
申
命
し
て
い
る
場
合
が
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
史
料
に
お
け
る
令
文
と
一
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

③
従
っ
て
日
本
養
老
令
に
相
当
条
文
の
存
す
る
詔
勅
文
は
、
発
勅
の
日
付
が
柏
々
降
る
場
合
で
も
、
遡
ら
せ
て
日
本
令
の
母
法
と
な
っ

た
永
徽
令
(
な
い
し
は
格
式
)
の
条
文
の
再
録
・
申
明
と
解
し
て
略
々
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。

④
但
し
勿
論
、
申
命
さ
れ
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
法
の
順
守
を
命
ず
る
反
面
に
は
そ
の
条
文
が
現
実
に
は
順

守
さ
れ
難
き
素
乱
の
事
情
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
何
等
か
の
改
訂
・
付
加
条
項
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
当
然

予
想
さ
れ
る
o

或
は
先
掲
の
例
の
如
く
、
途
中
改
変
を
蒙
っ
た
部
分
を
再
修
正
し
て
旧
令
の
原
則
に
復
帰
す
る
等
の
場
合
も
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
の
微
細
な
点
に
各
年
度
令
の
相
違
が
存
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
o

⑤
右
の
如
き
改
正
条
項
を
含
む
勅
文
が
発
勅
の
日
以
後
令
文
を
修
正
す
る
効
力
を
も
ち
、

や
が
て
は
格
勅
に
編
入
さ
れ
、
あ
る
い
は
別

詔
(
制
)
を
以
て
「
著
在
甲
令
」
と
命
ぜ
ら
れ
て
新
令
文
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
場
合
も
存
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
を
、

略
々
結
論
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
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四

勅
文
を
以
て
補
い
得
る
唐
令
条
文
の
一
例

以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
敢
え
て
仁
井
田
博
士
の
『
唐
令
拾
遺
』
に
蛇
足
を
加
え
ん
と
す
る
と
き
、
直
ち
に
ぶ
つ
か
る
一
例
を
示
し
て

小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

日
本
養
老
戸
令
第
一
八
条
「
造
計
帳
条
」
お
よ
び
第
一
九
条
「
造
戸
籍
条
」
は
次
の
如
く
で
あ
る
o

凡
造
計
帳
、
毎
年
六
月
品
川
日
以
前
、
京
国
官
司
責
所
部
手
賞
、

具
注
家
口
年
紀
、

若
全
戸
不
在
郷
者
、

即
依
奮
籍
轄
寓
、

井
顛
不

在
、
所
由
収
詑
、
依
式
造
帳
、
連
署
、

八
月
品
川
日
以
前
申
送
太
政
官
。

凡
戸
籍
、
六
年
一
造
、
起
十
一
月
上
旬
、
依
式
勘
造
、

皇
別
篇
巻
、

惣
寝
三
通
、

其
縫
皆
注
其
国
其
郡
呈
其
年
籍
、

五
月
品
川
日
内



詑
、
二
通
申
送
太
政
官
、

一
通
留
園
、
其
雑
戸
陵
戸
籍
、
則
一
史
写
一
通
、
各
送
本
司
、
所
須
紙
筆
等
調
度
、
皆
出
嘗
戸
、
国
司
勘
量
所
須
多
少
、
臨

不
得
侵
優
百
姓
、
其
籍
至
官
、
並
即
先
納
後
勘
、
若
有
増
減
隠
没
不
問
、
随
状
下
推
、
国
承
錯
失
、
即
於
省
籍
具
注
事
由
、

時
制
酎
酌
、

国
亦
注
帳
籍
。

こ
れ
に
対
し
、

唐
令
の
造
計
帳
・
造
戸
籍
条
と
し
て
仁
井
田
湾
企
が
復
原
さ
れ
た
の
は
左
の
部
分
で
あ
る
o

諸
毎
歳
一
造
計
帳
(
諮
問
一
散
史
跡
下
側
一
誠
一
立
佃
八
)
里
正
(
灯
杭
品
作
話
相
臨
時
)
責
所
部
手
賓
、
具
注
家
口
年
紀
(
綿
一
部
)
。

(

一

、

一

一

、

=

一

、

四

、

)

(

=

一

)

(

凹

)

諸

三

年

一

造

戸

籍

、

起

正

月

畢

三

月

、

一

送

戸

部

、

所

須

紙

筆

装

演

軸

筆

、

(
主
)

注
手
賓
及
籍
。

一
留
豚
一
送
州
、

皆
出
合
間
戸
内
、

(一一一)

口
別
一
銭
、

州
亦

巻
四

(
一
〉
旧
唐
食
貨
志
公
一
〉
冊
府
元
亀
八
六
邦
計
部
戸
籍
〈
一
ニ
〉
六
奥
戸
部
郎
中
条
(
四
)
通
典
食
貨
郷
党
条
(
五
〉
日
本
令
集
解
所
引
穴
記
云
衣
令

而
し
て
博
士
は
「
旧
唐
書
・
冊
府
元
亀
・
通
典
に
い
ふ
令
、
及
び
六
典
の
文
は
、
唐
令
の
取
意
文
と
い
ふ
べ
く
、
是
等
を
以
て
し
て
は
完

全
に
唐
令
を
復
旧
し
得
な
い
が
、
日
本
令
を
参
酌
し
て
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
」
と
注
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
さ
し
く
博
士
の
云
わ

唱
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れ
る
通
り
、
右
の
諸
書
に
伝
え
る
所
は
令
文
の
取
意
文
で
し
か
な
い
。
し
か
し
律
令
行
政
の
要
で
あ
る
戸
籍
の
制
度
こ
そ
は
、

日
本
が
唐

か
ら
学
ん
だ
最
も
重
要
な
制
度
の
一
つ
で
あ
り
、
太
政
官
・
国
・
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
尚
書
省
(
戸
部
)
・
州
・
県
を
我
が
国
の
制
に
翻
訳
し

た
も
の
で
あ
る
以
外
は
、
恐
ら
く
忠
買
に
唐
制
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

令
文
の
形
式

旧
唐
書
食
貨
志
等
の
「
毎
歳
一
造
計
帳
し
「
一
二
年
一
造
戸
籍
」

と
思
わ
れ
、
そ
れ
に
「
諸
」
字
を
頭
書
と
じ
て
加
え
て
も
令
文
の
復
元
と
は
見
な
し
難
い
。
日
本
令
の

と
い
う
の
は
編
纂
物
の
取
意
文
で
そ
う
な
っ
た

と
し
て
考
え
て
み
て
も
、

「
凡
造
計
帳
」
「
凡
戸
籍
」
と
い

う
書
き
出
し
こ
そ
令
文
に
相
応
し
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
仁
井
田
博
士
は
こ
の
条
の
参
考
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
唐
会
要
博
臥
籍
帳
(
冊
府
元
亀
ぽ
一
一
川
邦
計
部
戸
籍
門
)
に
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



お
け
る
令
交
と
詔
勅
父
と
の
関
係
に
つ
い
て

次
の
勅
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

の
研
究
」

様
足
き

開
元
十
八
年
十

月
勅
、
諸
一
戸
籍
、

起
正
月
EK
旬
、
鱗
一
列
車
京
子
賓
計
帳
、

依
式
勘
造
、

総案一一一

通

州
名
用
州
向
州
、
森
名
用
懸
印
、

口
一
陀
(
持
)
溺

通
送
尚
書
省
、

州
牒
各
留
一

使
注
籍
調
、
右
摂
生
新
附
者
、

以
次
縮
問
。

て
明
ら
か
な
結
く
、

は
じ
め
と
し
て
、

日
本
令
と
の

の
一
致
か
ら
見
て
も
、

い
れ
が
恐
ら
く

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
臼
木
令
と
異

と
持
器
、
州
に

て
作
或

す
る
と
い
う
ゑ
徐
的
作
成
要
領
、

を
う
く
る
と
い
う

の
郷
軍
↓
制
の

現
在
日
本
令
の

の
剖
な
る

Jこ

捺
印
の
競
定
、

ロ
J]lj 

一
率
銭
額
撤
収
と
援
定
し
て
い

の
相
異
、
等
々
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あ
る
彼
我
の
相
異
を
認
め
ろ
余
る
が
、

の
最
大
の
資
料
た
る

か
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
こ
れ

年
勅

と
し
て

れ
て
い
る
こ
と
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
c

先
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

め

ら
れ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
こ
事
乙
で
あ
る
。
造
籍
・

の
編
籍
を
志
し
た
武
徳
六
年
設
搭
に
既

と
る
る
か
ら
、

少
く
と
も
こ
の
項
が

は
恐
ら
く
武
徳
以
来
の
令
揺
に
罵
し
、
む
し
ろ
「
依
式
勘
造
z

…

の
九
等
一
戸
分
定
以
後

に
嘉
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
し
一
戸
籍
作
成
の

強
い
。
而
し
て
日
本
養
老
令
文
と
好
く
一
致
す
る
点
は
、
そ
の

る
永
鑑
人
明
文
そ
の
ま
ま
で
る
る
た

る
の

で

ハ
戸
雄
一
寸
制
に
つ
い
て
は
彼
我
で

る
、
い
か
、
今
は
措
い

な
い
)
。
即
ち
本
勅
の
骨
格
を
な
す
も
の
は
、

武
徳
以
来
、



観
・
永
一
徽
の
改
正
の
痕
跡
を
止
め
た
令
文
そ
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
強
い
。
と
す
れ
ば
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
右
の
勅
文
の
主
要
な

内
容
が
、
開
元
十
八
年
ま
で
の
現
行
令
の
令
文
を
申
明
し
つ
つ
、

一
部
に
改
正
を
加
え
る
た
め
の
勅
で
あ
ろ
う
と
の
見
方
で
あ
る
。
最
も

近
い
令
の
耐
定
は
開
元
七
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
開
元
七
年
令
の
一
部
改
正
を
目
的
と
す
る
勅
と
し
て
よ
か
ろ
う
o

市
し
て
日
本
養
老

令
と
相
異
す
る
点
の
中
、
理
由
の
明
ら
か
な
、
日
唐
の
造
籍
年
次
、
官
署
名
、
郷
里
制
の
差
や
、
規
定
の
精
粗
、
魯
魚
の
誤
り
等
を
除
け

ば
、
特
徴
的
な
の
は

ω起
十
一
月
上
旬
、
五
月
三
十
日
内
誌
と
起
正
月
上
旬
、
三
月
三
十
日
納
詑
、

ω所
須
紙
筆
等
、
国
司
勘
量
所
須
多

少
、
臨
時
劃
酌
と
口
別
一
銭
徴
収
、

ω各
末
尾
の
諸
項
目
、
と
い
う
相
異
で
あ
ろ
う
。
日
本
令
に
お
け
る

ω「
其
籍
、
至
官
並
即
先
納
後

勘
、
若
有
増
減
隠
没
不
問
、
随
状
下
推
、
国
承
錯
失
、
即
於
省
籍
具
注
事
由
、
国
亦
注
帳
籍
」
に
相
当
す
る
文
は
、
勿
論
唐
令
に
も
一
記
さ

れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
又
あ
ま
り
に
も
当
然
す
、
ぎ
て
無
意
味
に
近
く
、
戸
令
本
文
よ
り
も
む
し
ろ
他
の
所
で
文
書
行
政
一

般
の
原
則
と
し
て
押
え
ら
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
し
、
或
は
逆
に
戸
籍
取
扱
い
の
細
則
と
し
て
式
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

つdにd

る
o

令
・
格
・
式
の
相
互
出
入
は
日
唐
で
相
異
が
あ
る
こ
と
も
こ
の
際
注
意
し
て
好
か
ろ
う
。
そ
れ
に
比
す
れ
ば
本
勅
の

ω「
有
析
生
新

附
者
、
於
奮
戸
後
以
次
編
附
」
の
方
が
、
具
体
的
必
要
性
を
も
っ
た
規
定
で
あ
る
o

こ
の
点
は
逆
に
日
本
令
に
見
え
ず
、
第
一
三
「
震
戸

条
」
や
第
一
四
「
新
附
条
」
に
も
相
当
文
は
見
え
な
い
。
唐
令
に
も
嘗
て
日
本
令
の

ωに
相
当
す
る
文
が
存
し
た
か
否
か
、
そ
れ
が
本
勅

に
現
わ
れ
な
い
の
は
、
当
面
の
改
正
に
無
関
係
で
省
略
を
見
た
の
か
、
そ
れ
と
も
永
徽
以
後
の
改
正
で
削
除
さ
れ
「
析
生
新
付
者
」
の
具

体
的
条
項
に
代
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
令
独
自
の
付
加
文
か
、
今
は
こ
れ
以
上
臆
側
を
加
え
な
い
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
開
元
十
八
年
時
点
に
お
け
る
最
も
蓋
然
性
の
高
い
改
正
点
は
何
処
か
と
云
え
ば
、
一
応

ωの
「
起
正
月
上
旬
、
コ
一
月
三
十
日

納
誌
」
か
、

ωの
「
口
別
一
銭
」
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず

ωの
点
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
本
勅
の
発
布
は
十
一
月
で
あ
り
、

偶
然
か
も
し
れ
ぬ
が
日
本
令
の
「
起
十
一
月
上
旬
」
と
関
連
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
o

殆
ん
ど
が
水
田
稲
作
の
み
の
日
本
と
、
畑
作
が
大

北
大
文
学
部
紀
要



お
け
る
令
交
と
認
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

き
な
都
合
宏
占
め
、
気
候
風
土
の
多
様
柱
、
作
物
品
種
、

る
の
は
当
誌
で
ふ
め
る
が
、
あ
る
い
は
中
留
に
お
い
て
も
永
数
令
で
は
に
大
き
な
柏
呉
の
あ
っ
た
中
閣
で
、
農
事
隊
仰
や
行
政
の
間
的
繁
に
も
差
の
出

一
月
上
旬
、

一
十
日
続
詑
し

っ
た
可
能
性
が
全
く

納
言ち
な
い
か
ど
う
か
拭
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
諸
般
の

耗
来
の

は
造
籍
に
取
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
十
か
ら
「
起
正
月
上
旬
」
に
繰
下
げ
ら
れ
、
或
は

ら
は
来
年
正
月

月
に
一
会
っ
て
、

と
を
遺
達
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

く
と
も
数
ヶ
月
請
に
殺
が
尚
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
改
正
点
は
む
し
ろ

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
交
通
形
態
や
総
の
事
例
を
考
え
る
と
、

一
円
月
に
間

せ
る
た
め
な
ら
ば
少

よ
り
本
u

日
締
誌
」
の
方

の
五
月
三
十
日
と
比
べ
る
と
き
行
政

い
う
点
〈
し
か
も
毎
六
年
に
対
し
て

で

あ

に

普

及

す

る

の

徴

税

対

象

化

等

と

も

関

係

す

る

点

が

あ

ろ

う

か

れ
る
。
高
し
て
仰
の
造
籍
事
務
経
費
に
つ
い
て
も
、
住
方
に
お
け
る
一
円
税
銭
徴
収
制
度
の
発
展
と
関
連
し
て

-
発
展
を
充
分
考
え
得
る
。
そ
の
の
「
臨
時
謡
激
い
の
規
定
は
必
ず
し
も

の
継
受
た
る

る〉

る
華
北
の
一

に
お
け

の
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の
も
の
で
は
な
く
、
母
法
た
る
唐

(
と
提
定
さ
れ
て
い
る
〉
に
震
に
見
え
て
い
る
か

は
一
辺
い
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば

ωの

の
競
走
こ
そ
、
そ

の
規
定
は
六
典
明
引
令
文
時

の
事
情
に
よ

〈
特
に
開
一
克
度
に
…
品
叫
ん
っ
て
の
〉
で

ら
、
恐
ら
く
十
八
年
勅
に
お
け

で
は
な
く
、

の
令
文
の
中
命
に

い
こ
と
と
な
る
。

の
諸
点
に
つ
い
て
、

の
推
定
的
結
論
な
下
す
た
め
に
は
、

開
先
十
八
年
と
い

う
年
次
が
政
治
史
・
税
役
史
・
財
政
史
上
額
荷
な

当
っ
て
い
た
か
と
い
う
大
勢
か
ら
考
え
る
べ
き
開
題
を
合
ん
マ
い
る
。
有
名

な
字
文
融

の
帰
結
と
、

の
袈
耀
卿
の

れ
た
の
が
こ

あ
っ
た
こ
と
、

の
昇
降
に
つ
い
て
の
勅
文

」
の
年
月
に
絡
さ
れ
て
い
る
こ

か
ら
、
本
勅

き
で
あ
る
が
、

そ
の
点
は
小
稿

え
る
の
で



措
き
、
少
く
と
も
本
勅
が
極
く
一
部
に
改
正
点
を
含
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
に
お
い
て
従
来
の
令
文
を
そ
の
ま
ま
申
明
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
略
々
断
じ
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
改
正
点
を
含
ん
だ
場
合
、
こ
の
勅
を
以
て
直
ち
に
令
文
の
修
正
と
な
っ
た
か
、
そ

れ
と
も
令
文
そ
の
も
の
は
開
元
二
十
五
年
令
の
制
定
ま
で
譲
ら
れ
、

そ
れ
ま
で
は
格
勅
扱
い
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
、

そ
れ
は
開

元
二
十
五
年
以
後
間
違
い
な
く
戸
令
戸
籍
条
に
繰
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
前
掲
日
本
令
「
造
計
帳
条
」
に
相
当
す
る

唐
令
は
、
仁
井
田
氏
に
よ
っ
て
極
め
て
断
片
的
な
推
定
復
原
が
行
わ
れ
た
に
止
る
が
、
こ
の
「
造
戸
籍
条
」
の
対
応
関
係
か
ら
推
す
な
ら

〈
補
注
〉

ば
、
「
諸
造
計
帳
、
毎
年
月
日
以
前
、
皇
正
:
:
:
、
責
所
部
手
賢
、
:
:
:
若
全
戸
不
在
郷
者
、
即
依
嘗
籍
転
写
、
井
顕
不
在
、
所
由
収

誌
、
依
式
造
帳
、
連
署
、
月
日
以
前
申
送
尚
書
省
(
戸
部
)
」
と
云
っ
た
形
の
条
文
を
想
像
し
う
る
。
補
注
に
も
触
れ
る
如
く
、

計
帳
の
作
成
に
は
里
正
が
各
戸
主
に
提
出
せ
し
め
た
手
置
を
ま
と
め
て
郷
帳
(
師
時
一
一
)
を
作
り
、
県
司
・
州
司
で
ま
と
め
て
来
歳
の
課
役

恐
ら
く
令
文
に
も
そ
れ
が
一
不
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
、

を
具
し
て
戸
部
に
上
申
す
る
の
で
あ
り
、

日
本
現
存
計
帳
の
研
究
(
鎌
田
元
一

に
d
F
D
 

「
計
帳
制
度
試
論
」
史
林
、
五
五
|
五
参
照
)
を
も
参
照
し
つ
つ
可
成
り
大
胆
な
復
原
を
試
み
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
も
う
一
例
、
同
じ
戸
令
の
隣
接
す
る
条
を
挙
げ
て
お
こ
う
o

養
老
戸
令
第
二
一

「
籍
送
条
」
、
第
二
二
「
戸
籍
条
」
に
は
、

凡
籍
、
臆
送
太
政
官
者
、
附
富
国
調
使
送
、
若
調
不
入
京
、
専
使
送
之
。

凡
戸
籍
、
恒
留
五
比
、
其
遠
年
者
、
依
次
除
。

と
あ
る
。
こ
れ
が
相
当
条
文
と
し
て
仁
井
田
博
士
は
復
原
唐
令
第
二
五
条
に
、

戸
籍
、
州
嬬
留
五
比
、
尚
書
省
留
三
比
(
武
徳
令
相
当
、
旧
唐
書
・
冊
府
元
亀
所
引
)

州
牒
之
籍
、
恒
留
五
比
、
省
籍
留
九
比
(
開
元
七
年
令
相
当
、
六
典
所
引
)

戸
籍
、
常
留
三
比
、
在
州
嬬
五
比
、
送
省
(
開
元
二
十
五
年
令
相
当
、
通
典
所
引
〉

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
史
料
に
お
け
る
A
手
〈
と
詔
勅
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

を
挙
げ
る
に
止
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
唐
会
要
博
引
籍
帳
(
冊
府
元
亀
清
一
一
一
邦
計
部
戸
籍
門
)
に
、

景
龍
二
年
間
九
月
勅
、
諸
籍
、
臆
送
省
者
、
附
嘗
州
庸
調
車
送
、
若
庸
調
不
入
京
、
雇
脚
運
送
、
所
須
脚
直
、
以
官
物
充
。

(
常
)

諸
州
牒
籍
手
責
計
帳
、
嘗
留
五
比
、
省
籍
留
九
比
、
其
遠
年
依
次
除
。

と
日
本
令
文
と
殆
ん
ど
一
致
す
る
勅
文
が
見
え
て
い
る
o

本
勅
に
つ
い
て
も
、
先
の
開
元
十
八
年
勅
に
つ
い
て
検
討
し
た
如
き
諸
点
が
略

?
で
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
恐
ら
く
現
行
令
文
を
申
明
し
つ
つ
、
運
送
雇
脚
直
な
い
し
は
籍
帳
保
管
年
限
に
つ
い
'
て
の
一
部
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
、
引
か
れ
た
令
文
は
そ
の
直
前
の
神
龍
元
年
令
で
あ
り
、
改
正
点
を
含
め
て
開
元
三
・
四
年
令
で
間
違

い
な
く
令
文
に
確
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

以
上
の
如
き
推
定
に
基
き
、
我
々
は
唐
令
の
条
文
を
可
成
り
復
原
す
る
こ
と
は
、
充
分
可
能
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
信
ず
る
o

註

(

1

)

「
唐
令
拾
遺
」
序
説
、
二
一
支
。

(

2

)

「
中
国
法
制
史
研
究
」
法
と
慣
習
・
法
と
道
徳
、
三
二
七
頁
、
教
組

発
見
唐
水
部
式
の
研
究
。

(

3

)

「
支
那
一
一
於
ケ
ル
法
血
(
編
纂
ノ
沿
革
」
第
六
章
唐
ノ
法
典
、
第
一
節

総
説
。

(

4

)

続
け
て
「
蓋
律
ト
大
差
ナ
キ
カ
如
シ
。
宋
代
ニ
ハ
勅
令
格
式
ト
日
へ

リ
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
云
う
勅
は
個
々
の
詔
勅
文
で
は
な
く
、
法
典
と

し
て
の
「
編
勅
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
宋
代
に
云
う
「
勅
令
格
式
」

が
単
に
「
律
令
格
式
」
の
律
に
勅
を
置
換
し
た
も
の
と
解
す
る
の
は
疑
問

-56ー

が
あ
る
。
む
し
ろ
刑
律
と
は
別
の
系
列
の
法
典
を
列
挙
し
て
い
る
も
の
と

解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

5

)

「
中
国
法
制
史
研
究
」
法
と
慣
習
・
法
と
道
徳
、
三
二
七
頁
。

(

6

)

「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
」
下
、
「
東
方
学
報
」
東
京
第
二
冊
、
一
一

二
四
頁
。

(

7

)

「
唐
令
拾
遺
」
序
説
、
コ
二
頁
。

(

8

)

も
っ
と
も
、
す
べ
て
そ
う
と
は
云
え
ず
、
現
に
格
文
の
中
に
は
令
文

に
詳
定
さ
れ
て
い
な
い
特
殊
な
場
合
に
つ
い
て
の
補
充
規
定
を
定
め
た
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。



(

§

〉

一
統
ハ

2
〉
に
降
、
じ
。

こ
れ
も
周
知
の
夜
明
、
あ
る
が
、
ム
ハ
共
巻
市
ん
に
よ
れ
ば
叶
際
競
北
区
以
後

間
出
徳
、
ふ
相
日
血
開
也
欝
総
数
総
務
日
認
、
童
相
制
悶
隣
…
小
欲
、
天
同
仰
天
授
一
充
年
、
滋

誘
時
制
溜
怯
付
制
刷
。
い
と
あ
り
、
間
以
隙
間
伽
務
総
長
郎
以
人
武
后
紀
〈
肉
祭
開
制
十
一
…
晶
一
際
安

土
山
〉
に
一
i

・
載
初
一
万
年
:
:
:
愉
宮
地
図
以
建
一
字
為
名
、
滋
改
認
識
関
為
秘
書
、
」

と
あ
る
。

(
日
〉
ん
し
仲
介
閉
山
崎
附
士
法
、
日
本
ム
ー
な
級
品
巧
と
し
て
こ
れ
を
必
際
令
に
当
て
て

お
ら
れ
る
。

(
ロ
〉
「
中
綴
滋
縦
ゃ
ん
間
交
」
法
と
償
問
w
-
仲
間
と
滋
徳
、
一
二
二
八
一
氏
、
数
銭

発
問
品
機
凶
氷
却
山
4

入
の
研
究
。

(
日
〉
例
え
ば
、
要
以
後
尚
一
山
(
通
血
長
一
M
Y
目
撃
後
暗
号
減
計
約
一
%
亀
雄

一J
4
1

総
予
定
律
令
)
至
一
盗
事
率
一
一
一
月
一
子
六
尋
制
改
機
犬
舎
に

初
計
帳
及
勾
以
戦
中
入
。

と
あ
る
必
く
、
p

待
機
後
簿
の
一
記
輯
執
務
火
・
後
ぶ
筑
波
等
々
は
式
で
双
山
比
谷

れ
た
。

ハ
日
同
)
拙
稿
一
衛
朝
関
紙
に
開
閉
す
る
一
考
察

i
蹴
締
約
令
体
系
と
の
関
連
に
お

い
て
i
ふ
〆
山
同
級
ふ
入
学
教
育
学
館
山
紀
前
胃
液
問
問
珍
、
(
四
唱
和
四
四
年
波
)
ハ

九
〈
窃

O
)
頁
下
段
会
問
問
。

(
お
)
「
怒
」
ん
吋
ナ
の
的
払
畿
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
「
怨
一
戸
」
か
或
は
「
以

」
滋
逃
緩
和
小
」
と
正
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

山
〉
頭
警
の
文
ゆ
ず
た
で
ん
い
か
ら
一
諸
」
へ
と
変
え
た
持
制
加
が
何
年
度
λ

す

か
ら
か
と
い
う
問
題
は
、
今
の
と
こ
ろ
磯
俗
、
が
な
い
の
で
捻
く
が
、
ム
ハ
駒
内

北
大
文
学
部
紀
要

が
令
の
取
引
品
開
仙
文
会
淡
ず
に
当
っ
て
す
べ
て
吋
凡
」
と
一
波
書
し
て
は
い
る

が
、
関
一
%
七
年
令
で
は
既
に
令
災
'U
体
は
「
諮
」
{
子
h
f
N
M

て
仏
閉
ま
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
怨
絡
協
す
る
。

(
げ
〉
こ
れ
も
で
滋
宋
法
律
文
替
の
は
明
党
い
六
五
玄
頁
に
お
い
て
巡
締
役
ら

L
2
P
 

み
4
ふ
れ

(
補
注
)
日
本
令
淡
町
内
川
制
収
A
M

「
京
国
同
官
湾
、
災
一
脚
部
材
不
出
火
、
:
:
・
港
全
一
戸
本

十
世
棚
抑
私
樹
、
間
叩
依
悶
諸
積
転
写

J

に
つ
い
て
「
祭
解
」
一
敗
引
火
況
は
「
転
写
、

議
京
霞
守
口
可
潟
也
、
浅
い
以
、
本
令
里
正
、
持
初
公
附
悶
皆
同
一
的
救
也
、
」
と
あ
り
、

白
令
政
問
出
品
加
に
つ
い
て
も
唐
令
、
か
一
皮
辺
倒
以
後
磁
波
簿
」
と
あ
る
ふ
え
日

本
A
V
ぞ
は
「
京
国
宮
山
判
断
液
絞
効
滋
綴
」
と
し
て
お
り
、
一
応
日
本
A
W
の

「
京
選
官
司
」
は
緩
ん
引
で
は
「
皇
正
」
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
う
る
。
し

か
し
幾
阪
に
つ
い
て
果
し
て
「
党
一
防
総
ポ
ナ
賛
」
と
い
う
語
会
雨
対
い
う
る

か
、
途
一
戸
籍
条
の
「
繁
一
判
資
ザ
ヤ
焚
…
…
灯
帳
」
、
と
あ
る
山
刈
か
ら
も
、
中
一
諮
は
県
罰
則
4

あ
る
い
は
川
町
川
楓
m
後
一
一
勾
の
方
が
適
合
す
る
よ
う
に
も
見
、
ふ
る
o

関人{下総
m
A
m

で
は
、
緩
ん
唱
で
「
塁
豆
預
校
隊
法
畿
内
」
の
次
v
L

「
県
ゐ
μ
綴
銀
」
と
い
う
予

措
総
会
詳
定
さ
れ
て
い
る
の
た
、
日
本
令
で
は
制
問
中
京
銭
的
慨
し
て
お
り
、
こ
の

府
間
か
ら
同
月
る
と
巡
…
…
叩
川
崎
限
条
も
麿
為
市
件
、
仰
い
綱
引
一
氏
1
v
銀
河
f
v
州
中
国
，
と
い
う
絞
淡

て
い
た
湾
総
段
、
が
あ
る
。
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